
第６回（仮称）はりま新宮小中一貫校開校準備委員会小学校区部会（越部小学校） 

－次第－ 

 

日時 令和７年７月７日（月）   

   午後７時から        

場所 越部コミュニティセンター  

 

１ 開  会 

 

 

 

２ 部会長及び副部会長の選任について 

 

 

 

３ 報  告 

 第７回開校準備委員会の協議内容について【資料１、資料２】 

 

 

 

４ 議  事 

 開校準備委員会小学校区部会における前年度からの継続協議事項について【資料３】 

 

 

 

５ そ の 他 

 

 

 

６ 閉  会 

 



校区 氏名 選出団体

今 江 伸 地 区 自 治 会

石 田 政 行 地 区 自 治 会

寺 本 和 男 地 区 自 治 会

山 田 直 樹 小 学 校 Ｐ Ｔ Ａ 新規委嘱

山 田 響 子 小 学 校 Ｐ Ｔ Ａ

竹 林 絢 加 未就学児保護者

栗 本 朋 枝 未就学児保護者

金 田 武 史 小 学 校 関 係 者

保 田 義 一 地 区 自 治 会

尾 崎 啓 一 地 区 自 治 会 新規委嘱

神 吉 久 義 地 区 自 治 会 新規委嘱

上 田 哲 也 小 学 校 Ｐ Ｔ Ａ

牛 堂 雄 介 小 学 校 Ｐ Ｔ Ａ 新規委嘱

永 井 安 奈 小 学 校 Ｐ Ｔ Ａ 新規委嘱

前 床 佐 和 子 未就学児保護者

石 野 誠 悟 小 学 校 関 係 者 新規委嘱

田 中 一 典 地 区 自 治 会

瀧 浦 徳 久 地 区 自 治 会

前 田 基 之 地 区 自 治 会

大 谷 基 子 小 学 校 Ｐ Ｔ Ａ

吉 田 真 由 美 小 学 校 Ｐ Ｔ Ａ

前 川 あ い 小 学 校 Ｐ Ｔ Ａ

荒 木 健 太 郎 未就学児保護者

谷 郷 か ず よ 小 学 校 関 係 者

河 井 由 一 地 区 自 治 会 新規委嘱

進 藤 登 地 区 自 治 会

福 井 廣 吉 地 区 自 治 会

木 南 裕 樹 小 学 校 Ｐ Ｔ Ａ

赤 秀 佐 紀 子 小 学 校 Ｐ Ｔ Ａ

岡 村 亜 紀 子 小 学 校 Ｐ Ｔ Ａ

北 川 早 希 子 未就学児保護者 新規委嘱

奥 田 美 千 代 小 学 校 関 係 者

菅 野 豊 地 区 自 治 会

三 田 富 明 地 区 自 治 会

三 宅 守 地 区 自 治 会 新規委嘱

前 田 可 奈 小 学 校 Ｐ Ｔ Ａ 新規委嘱

上 田 晶 子 小 学 校 Ｐ Ｔ Ａ 新規委嘱

家 納 結 加 小 学 校 Ｐ Ｔ Ａ

堂 野 能 伸 未就学児保護者

𠮷  田　  美  穂 小 学 校 関 係 者 新規委嘱

（敬称略）

（仮称）はりま新宮小中一貫校開校準備委員会小学校区部会委員

越部小学校

西栗栖小学校

東栗栖小学校

香島小学校

新宮小学校



 

 

第７回開校準備委員会の協議内容について 

 

開校準備委員会では校名、校章、校歌など新宮地域全域に関する内容を協議し、開

校準備委員会小学校区部会では小学校区を単位とした内容を協議する。 

 

 

１ 委員長及び副委員長の選任について 

 

役職名 氏名 校 区 選出団体 

委員長 今江  伸 西栗栖小学校 地区自治会 

副委員長 木南 裕樹 新宮小学校 小学校ＰＴＡ 

（敬称略） 

 

 

２ （仮称）はりま新宮小中一貫校の校章の作成について 

 

（１）（仮称）はりま新宮小中一貫校においては、１つの校章を使用することとし、

デザインを公募して新たに作成する。 

 

（２）デザインを応募できる方は、新宮町にゆかりのある方（新宮町在住、在勤、在

学、かつて新宮町にお住まいになられていた方等）とし、応募されたデザインを

開校準備委員会において選定し、専門事業者が一部補正して完成させる。 

 

（３）応募要件、応募期間等の募集に係る事項の詳細について記載した募集要項を次

回開催の開校準備委員会で協議した後、募集を開始し、令和７年度中の完成を目

指す。 

 

 

３ （仮称）はりま新宮小中一貫校の校歌の作成について 

 

・（仮称）はりま新宮小中一貫校で使用する校歌の作成数、作成方法については、

地域の皆様のご意見等を伺い、開校準備委員会での協議を継続する。 

 

 

資料１ 



 

 

（参考）新宮地域小中学校の校章 
 

 

  

西栗栖小学校 東栗栖小学校 香島小学校 

外輪は栗（仁徳天皇がこの

土地の人に栗の実≪栗子≫

を植えさせ、後にこの土地

を「栗栖」というようにな

った≪播磨国風土記より

≫）を、内輪は西の字を表

す。中心から勢いよく伸び

た２本の直線は西栗栖小学

校の隆盛を願い、大空に向

かってはばたく両翼を表現

している。 

旧因幡街道に今も残る桜並

木の花びらの中に、６地区

が手をつなぎ仲良く学び育

つことを祈念し、６つの

「ひ」が輪を作って東を囲

んでいる。 

情操豊かな香島の子どもに

育ってほしいという思いを

「香」の文字で中心に位置

づけるとともに、周りから

は香島地区住民がいつまで

も円満に仲睦まじく和

（輪）を尊重しながら、香

島の子どもたちの育成を図

ることを丸（マが４つでシ

マを円形）で表している。 

   

新宮小学校 越部小学校 新宮中学校 

北部、中部、南部に分かれ

ていた校区の育友会の支援

のもとに、児童が“楽し

く、仲良く、元気よく”学

校生活を送り健やかに成長

することを願った「３つの

輪」を表現。上の輪は

「し」、左右の輪は「ん」、

３つの輪が重なった部分は

「宮」の鳥居（移転前の校

舎が接していた八幡神社境

内の鳥居）を表す。 

周囲の模様は「正邪善悪を

ありのまま写し理非曲道を

明らかにする明鏡」を形ど

る。「正しいものは正しい、

良くないものは良くないと

判断し実行できる人に」と

いう願いがこめられる。児

童の将来の大成を願う樹と

して校庭に育つ「せんだん

の木」の枝葉のようにしな

やかにという気持ちを込め

て「越」の文字を画く。 

人の和を表す円形の中に新

宮の「新」を、カタカナの

「シン」で向かい合わせ、

中央に宮を配す形でデザイ

ン化し、新宮中学校の隆盛

を両翼を張る形で表現した

ものである。 

市ホームページ・各校ホームページ・各校学校要覧より転記。一部省略している場合があります。 

 



 

 

（仮称）はりま新宮小中一貫校の校歌の作成（案）について 

 

（１）校歌の作成数（案） 

 

  （仮称）はりま新宮小中一貫校で使用する校歌の作成数について、以下のとお

り検討する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①小中一貫校で１つの校

歌を使用 

(使用する校歌は１つ) 

②小学校、中学校で別々

の校歌を使用 

(使用する校歌は２つ) 

①－１ 

現在の新宮中学校の校歌

を使用 

（作成する校歌は無し） 

①－２ 

新たに小中一貫校の校歌

を作成 

（作成する校歌は１つ） 

②－１ 

小学校は新たに校歌を作

成 

中学校は現在の新宮中学

校の校歌を使用 

（作成する校歌は１つ） 

②－２ 

小学校、中学校とも新た

に校歌を作成 

（作成する校歌は２つ） 

資料２ 



 

 

（参考）小中一貫校で１つの校歌を使用する場合、小学校、中学校で別々の校歌を

使用する場合のメリットについて 

 

小中一貫校で１つの校歌を使用する

場合 

小学校、中学校で別々の校歌を使用

する場合 

 

①小学生と中学生が同じ校歌を歌う

ことで、児童生徒にとって学校生

活の連続性が感じられ、一体感が

醸成される。 

 

②小学１年生から中学３年生まで９

年間同じ校歌を歌うことができ

る。 

 

 

①新設の校舎で新しい校歌を歌う感

動が生まれる。 

 

 

 

②歌詞の内容や曲調が小学生、中学

生それぞれの発達段階に合わせる

ことができるため、共感しやすい

校歌となる。 

 

 

 

（参考）新宮中学校校歌 
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（２）校歌を新たに作成する場合の作成方法（作詞・作曲）（案） 

 

 

① 校歌に入れたいフレーズを公募し、専門事業者に依頼して作成 

 

   （作成校例）・はりま一宮小学校（宍粟市） 

 

 

   ② 校歌に入れたいフレーズを公募し、本市ゆかりの著名人に依頼して作成 

 

      （作成校例）・両荘みらい学園（加古川市） 

※作詞・作曲：花＊花（歌手） 

            ・社学園（加東市） 

※作詞 吉川 芳則 氏（兵庫教育大学大学院教授） 

  作曲 草野 次郎 氏（兵庫教育大学名誉教授） 

 

 

   ③ 校歌に入れたいフレーズを公募し、日本童謡協会所属の詩人・作曲家に

依頼して作成 

     

      （作成校例）・みなみ野君田小学校（東京都八王子市） 

               ※作曲：新沢 としひこ 氏（日本童謡協会副会長、 

三木露風賞新しい童謡コンクール審査員） 

・城北中学校（長野県飯山市） 

※作曲：氏家 晋也 氏（日本童謡協会理事） 

      

     

   ④ 校歌に入れたいフレーズを公募し、生成ＡＩを使用して作成 

 

      （作成校例）・多度学園（三重県桑名市） 

※理化学研究所との共同事業 

 

 

 



開校準備委員会小学校区部会における前年度からの継続協議事項について 

 

 

１ （仮称）はりま新宮小中一貫校における通学手段 

統合に伴い、小学校児童の通学手段としてスクールバスを運行する。 

運行区域、運行ルート、乗降場所について、現時点では別紙の運行ルート案

のとおりとしている。 

 (１) 運行日 

小学校の登校日に運行する。 

 (２) 運行時間 

  登校時は１便、下校時は小学校の下校時間に合わせて２便運行する。 

 

 今後の協議内容 

 運行区域、運行ルート、乗降場所について今年度中に確定する。 

 なお、バス運行委託事業者が開校前に試走を行った結果、乗降場所等を変更

する場合がある。 

 

 

２ 小学校に設置の記念碑等の取扱い 

(１) 現在の各小学校に設置されている記念碑や寄贈された絵画等は、当分

の間それぞれの学校で引き続き展示する。 

(２) 令和７年度に校舎を解体する新宮小学校については、一部の記念碑を

小中一貫校の敷地内に設置する。 

(３) 小中一貫校開校後も新宮地域の児童生徒に各小学校の歴史を伝えてい

けるよう、小中一貫校に整備する「地域交流室」（仮称）に展示する。 

 ※「地域交流室」（仮称）の展示スペースは、学校別に展示する。 

(４) 新宮中学校の記念碑等の取扱いについては、別途協議する。 

 

今後の協議内容 

各小学校区部会での協議を通して、「地域交流室」に設置するものを今年度

中に確定する。 

資料３ 



 

 

小中一貫校「地域交流室」について 

 

小中一貫校に「地域交流室」の整備を計画しており、当該交流室に展示棚と

展示ケースを設置し、小中学校の歴史等をそれぞれの学校のレガシーとして新

しい学校に引き継いでいく。 

 

〔展示棚及びケースの仕様〕 

 ・ 展示棚：幅 3000mm×奥行 500mm×高さ 3000mm 

 ・ 展示ケース：幅 2000mm×奥行 900mm×高さ 500mm 

  

〔展示棚やケースに収納する例〕 

校旗、航空写真、表彰状、トロフィー、写真、周年記念誌、寄贈品 等 

  

  ※ 展示棚及びケースともに現在の学校別に設置する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第５回小学校区部会提出資料 

【小中一貫校建設基本設計書 抜粋】 


